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そこで近年 CIP 法が注目されている。CIP 法とは場の値やその微分値を空間,時間で離散化し、
メッシュ間のプロファイルを離散化した値とその微分の値から求めた 3 次関数で構成することで




し、規範問題として完全導体四角柱による 2 次元散乱問題に適用したところ、結果は FDTD 法と
よく一致した。このことから CIP 法で TF/SF 境界がうまく動作し、容易に散乱問題が解けてい
ることが分かった。 
また、CIP 法を基底関数展開の観点から見直した CIP-Basis Set (CIP-BS)法についても着目し、
一次元 Maxwell 方程式へ適用した。結果、CIP-BS 法は FDTD 法に比べ数値分散に強い手法であ
ることが確認できた。 
 
